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へんしん まあくん  

 

あるひまあくんは、こうえんできれいなペンダントをみつけました。まん

なかにおおきなあかいいし、まわりはなないろにひかる、ちいさないしでか

ざられていました。  

「なんてきれいなペンダントだろう。」  

まあくんが、まんなかのあかいいしにさわると  

「ワァー。」  

とつぜんまあくんのからだは、まっかなひかりにつつまれて、みえなくなっ

てしまいました。  

 

おおきなアリが、まあくんのかおをじっとみています。  

「きみ、どこからきたの？むこうに、おいしそうなおかしがあるんだ。いっ

しょにとりにいこうよ。」  

と、そのアリがはなしかけてきました。  

「なんで？うそだろ。ぼく、アリにへんしんしてる。」  

「はやくいこうよ。なくなっちゃうから。」  

 

まあくんアリは、なにもわからないまま、そのアリについていきました。 

「きをつけろ！にんげんのこどもがいるぞ。つかまるなよ。」  

「にんげんって、こんなにおおきいんだ。」  

とつぜん、こどものてがまあくんアリのほうにのびてきてました。  

「なにするんだ。  

はなせ！」  

いくらいっても、  

こどもにはきこえま  

せん。  
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「アリをつかまえたよ。ぼくたちのつくったかわで、およがせようよ。」  

まあくんアリは、こどもたちがつくったすなばのかわのなかにいれられて

しまいました。  

「たすけて！おぼれるよ！いきができないよ！」  

まあくんアリが、くるしくてむちゅうでペンダントをにぎると、まっかなひ

かりにつつまれました。  

 

まあくんは、くらいつちのなかでめをさましました。  

「なにをぐずぐずしているんだよ。なんねんもまったんだぞ。はやくそとに

でろよ。」  

うしろからだれかが、まあくんをおします。  

「なんだよ。いけばいいんだろ。」  

まあくんは、つちをかきわけそとにでました。そとのひかりにまあくんのか

らだはやさしくつつまれました。  

 

 めのまえにおおきなきがあり、まあくんは、  

きをのぼりはじめました。きのうえでやすん  

でいると、せなかがむずむずしてきて、きて  

いるものをぬぎたくてしかたがなくなりまし  

た。  

「ぼく、いったいどうしたんだろう。」  

「なにをいってるんだ。やっと、じゆうにそ  

らをとべるんだ。なんねんもつちのなかで  

がまんしたんだから、おもいっきりとんで  

くるよ。」  

セミが、まあくんのすぐそばから、そらたか  

くとんでいくのがみえました。  
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「ヤッター、そらをとべるぞ！」  

なんと、まあくんはセミにへんしんしていたのです。まあくんゼミです。  

そのとき、しろいあみがまあくんゼミをつかまえました。  

「うそだろ。まだ、じゆうにそらをとんでないじゃないか。ひどいよ。」  

まあくんゼミは、くやしくておもわずペンダントをにぎりしめると、まっか

なひかりにつつまれました。  

 

とてものどがかわくので、まあくんはめをさましました。  

「あつい！みずがほしい。」  

むちゅうでまわりをみると、かおのすぐそばにあかいものがあります。  

「なんだろう？」  

トマトです。ミニトマトのあかいみが、まあくんのすぐよこにありました。  

「こんどは、ミニトマトにへんしんしたんだ。」  

「ぼくたちをそだてているこは、みずをまいにちくれないんだ。」  

「のどがかわいて、しかたがないのにいやになるよ。」  

ミニトマトたちが、おこっています。  

 

 

 

 

 

 

 

「どうして、まいにちみずをくれないの？」  

「ぼくたちのきもちやくるしみが、わからないんだよ。」  

「きっと、こんなにくるしんでいるなんて、おもってもいないよ。」  

まあくんトマトは、はらがたってみぎやひだりにからだをゆすり、かおを
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まっかにしておこりました。おこりすぎてまあくんトマトは、じめんにおち

たときに、おもいっきりペンダントをぶつけてしまいました。  

 

まあくんがきがつくと、そばにこわれたペンダントがおちていました。  

まあくんトマトは、まあくんにもどっていました。  

 

「まあくん。まあくん。」  

 

まあくんをさがしている、おかあさんのやさしいこえが、きこえました。 

まあくんは、おかあさんとてをつないでいえにかえるとちゅう  

「アリはね、ちいさいからだでいっしょうけんめいたべるものをさがすんだ

よ。セミは、なんねんもくらいつちのなかでくらすんだ。じゆうにそらを

とぶひをたのしみにしてい  

るんだよ。ミニトマトは、  

まいにちみずをくれるのを  

まっているんだ。」  

「まあくんは、ちいさいいき  

もののきもちがとてもよく  

わかるのね。」  

おかあさんは、やさしくまあ  

くんのかおをみました。 


